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八 多 喜 地 区 防 災 計 画 

 

１ 目 的 

この計画は、八多喜地区自主防災組織の防災活動に必要な事項を定め、もって水害、地震、

その他の災害（以下「災害」という。）による人的、物的被害を防止し又は軽減することを

目的とする。 

 

２ 基本方針 

  災害の発生を完全に防ぐことは不可能であることから、災害時の被害を最小化し、被害か

らの迅速な回復を図る「減災」の考え方を基本方針とし、たとえ被災しても人命が失われな

いことを最重視した対策を講じる。 

  また、防災対策は、「自助」、「共助」、「公助」を基本とし、それぞれの立場で、その責務と

役割を果たし、相互に連携を図りながら協力して着実に防災活動を実践する。 

  八多喜地区においては、これら「大洲市地域防災計画」の基本方針に基づき、地域住民が

互いに助け合う「共助」を実践するとともに、「地域防災力」の向上が図られるよう防災活動

等を推進し、災害に強いまちづくりを進める。 

 

３ 地域の特性 

  八多喜地区は、中央を肱川が流れ、その両側に田畑が広がり、山々が取り囲む自然豊かな

地域である。        

   主な産業は農業で、米作の他、とうもろこし、さつまいも等の作物が生産されている。工

業は特筆するものはないが、古くは縫製工場が多く存在していた。    

  八多喜地区の高齢化率は、３８．６％（令和３年８月末）となっており年々高くなってい

る。 

        

（１）過去の災害 

  〇昭和１８年の洪水 

   昭和に入り、昭和１８年と昭和２０年に大きな水害が発生したが、中でも昭和１８年の

水害は、八多喜地区においても、甚大な被害となった。三日三晩の雨量が７００ミリに達

したこと、さらに、戦時中の森林伐採と山野の開墾などの悪条件が積み重なって空前の被

害をもたらした。土砂災害による行方不明者１１名の他、床上浸水２８０戸、床下浸水１

２６戸、流出家屋１１戸、全壊１７戸、半壊１９戸の被害があり、さらに農地、山林にも

多くの被害をもたらした。 

 

  〇平成の洪水等 

   平成に入ってからは、平成７年と平成１６年に台風などによる住家浸水・農地冠水等が

発生している。 

   さらに、平成３０年７月に発生した水害は、過去に発生した昭和１８年の水害と比較さ

れるような災害となり、近年稀にみる大災害となったものである。 

   梅雨前線や台風等による影響で、西日本を中心に記録的な豪雨となり、本市においても、

肱川流域で２日間の総雨量が３３３ｍｍに達するなど、１００年に１度と言われるような

豪雨となった。 

肱川本川においても、大洲第２水位観測所の水位は８．１１ｍを記録し、鹿野川ダムで
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は、放流量が最大３，７４２㎥/ｓとなるなど、各所で氾濫を記録し、市内各地で大規模な

浸水被害が発生した。 

八多喜地区においても、１２０戸を越える住家が床上浸水となり、また、豪雨により土

砂災害が各地で発生するなど、甚大な被害を及ぼした。 

また、農地や生活道路、山林などにも多くの被害が発生し、地域住民の生活に大きな影

響を与えた。 

   この災害により、公民館、小学校、中学校では避難所を開設し、一時は１５０名を超え

る被災者が避難所生活を余儀なくされた。なお、避難所は、７月６日に開設し、９月３０

日の避難者が帰宅するまで開設した。 

 

（２）今後予想される災害 

〇肱川の氾濫・内水の増水による河川の氾濫及び土砂災害 

平成３０年７月豪雨による災害により、地区内の暫定堤防の嵩上げが実施されることと

なったが、地区内には、清永川や米津川、河内川や出石川など、肱川に流れる支川も多い

ことから、内水の増水による浸水被害が懸念される。 

また、地区内の多くは土砂災害警戒区域に指定されており、降雨や台風による強風、さ

らに地震等により土砂災害が発生することも懸念されている。 

【浸水・土砂災害等ハザードマップ】 
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〇地震による建物等の倒壊、火災の発生や延焼及び土砂災害の発生 

   南海トラフ地震の想定震度は、八多喜地区内において、震度６弱から７と予想されてい

る。このことから、耐震性のない建物等の倒壊や電機の漏電・ガス管などの破損による火

災の発生及び地震による土砂災害の発生が懸念されている。 

 

【南海トラフ地震想定震度】 
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【原子力災害避難区域図】 
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避難等に関する情報は、防災行政無線のほか、テレビ・ラジオ・広報車・市ホームページ・災害情報メール等の複数の
伝達手段によりお伝えします。

市民のみなさんは、情報に基づいて冷静に行動してください。

避難指示が出たら、次のことに注意して避難を行ってください。

【戸締り】ガスの元栓を閉め、ブレーカーを落とし、窓（カーテン、雨戸）やドアを閉め施錠してください。

【服　装】帽子、マスク、長そで、長ズボン等を着用し、肌の露出を少なくしてください。また、放射性物質が付着し
　　　　　た場合、着ていた衣類等を廃棄する場合がありますので、ご注意ください。

避難ルート

避難時に注意すること

一時集結所等から避難経由所までの経路は、伊方発電所からの風向き等を考慮して、次の経路の中から最短（最速）の
経路を選択し、防災行政無線等によりお伝えします。

なお、自家用車等で避難する場合は、燃料等の残量にご注意ください。

避難ルート①：主要地方道大洲長浜線+国道378号+国道56号→県道23号（主要地方道伊予川内線）→松山市

避難ルート②：国道56号→県道23号（主要地方道伊予川内線）→松山市

避難ルート③：高速道路＋国道33号→県道23号（主要地方道伊予川内線）→松山市
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４ 防災活動 

  防災活動は、災害発生時及び災害が予想される自然現象等の発生時（以下、「災害発生時」

という。）と平常時において、活動内容が異なることから、活動項目を分けて作成する。 

  平常時では、減災及び地域防災力の向上を高めるため、「災害は必ず起こる」という想定の

もと活動するための項目とする。 

  災害発生時では、災害の種類・状況に応じて、「誰が、何を、どれだけ、どのようにすべき

か」を整理し、体制等を明確にする活動項目とする。 

 

（１）組織の編成及び任務分担 

   災害発生時の応急活動を迅速かつ効果的に行うため、また、平常時の活動をより円滑に

行うため八多喜地区自主防災組織を中心とし、消防団をはじめ関係団体と連携した防災組

織を編成する。 

   また、組織の名簿については、資料編に掲載し、随時見直ししていくこととする。 
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（２）平常時の取組み 

ア 防災知識の普及・啓発 

 ①防災知識の普及 

 災害時に被害を最小限に食い止めるためには、八多喜地区住民全員が防災に関する

正しい知識を持っている必要がある。そのために、自主防災組織が中心となり、あら

ゆる場面で住民に知識や情報を伝える機会を増やすように努める。 

 また、防災は生き抜くことが基本であり、地域住民の連携がなければ困難であるこ

とを認識し、その認識を住民一人ひとりが理解し、災害に強い地域に一歩でも近づく

ことができるように努める。 

 

②家庭内対策の推進 

 〇家庭内で安否確認手段後、災害時の行動の確認が必要 

 〇非常用持ち出し品の準備 

 〇避難場所、避難路の確認 

 〇八多喜地区自主防災災害・避難カードの活用   など 

 

イ 地域の災害危険の把握 

 災害予防に資するため、次により地域固有の防災に関する問題の把握を行う。 

①把握事項 

〇危険地域、区域等 

〇地域の防災施設、設備 

〇地域の災害履歴、災害に関する伝承 

〇大規模災害時の活動 

②把握の方法 

〇市地域防災計画 

〇座談会、講演会、研修会等の開催 

〇八多喜地区自主防災災害・避難カード 

 

ウ 防災訓練 

 実際に災害に直面したとき、適切な行動をとったり、判断をしたりすることは難

しく、万が一の事態に遭遇しても落ち着いて行動できるように、繰り返し訓練する

ことが必要である。 

そこで八多喜地区は、肱川流域にあることや急峻な山間部を有することなどから、

災害を想定したうえで、それぞれの地域の支部長を中心に、訓練の検討・実施をす

る。 

 通常の訓練（①避難訓練 ②消火訓練 ③救出救護訓練 ④炊き出し訓練 ⑤情

報伝達訓練）以外にも、学校や関係機関と連携した訓練や興味をもって参加できる

ような訓練（図上訓練、避難所運営訓練など）を行うこととする。 

 

エ 備蓄物資等の確保 

     大規模災害時には、行政機関による救助・対応等が遅くなることも想定されること

から、避難者等への初期対応に必要な自主防災組織による防災資機材等の備蓄を計画

的に整備していくものとする。 
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オ 人材育成 

     防災に関する知恵の伝承や地域リーダーの育成をしていくことは、地域防災力を高

め、持続していくために大変重要となる。 

     そこで、消防団や各種団体、学校等と連携した防災教育や防災訓練、防災士等の資

格取得研修講座の受講など、積極的な地域の人材育成に努める。 

 

カ 避難行動要支援者対策 

①避難行動要支援者等の把握 

 行政、民生委員、主任児童委員、在宅福祉推進員、ボランティア、自治会等と連絡

を取り合い避難行動要支援者等の把握をする。（個人のプライバシーに配慮） 

②避難行動要支援者等の避難誘導、救出・救護方法の検討 

  避難行動要支援者等に対する円滑な避難誘導や効果的な救出・救護活動等について

予め検討し訓練等に反映させる。 

 

（３）災害発生時の取組み 

  災害時の組織体制（班体制）に応じた役割分担に応じて、連携・協力しながら次の項目

を中心に活動する。 

 

ア 情報の収集・伝達 

 被害状況を正確かつ迅速に把握し、適切な応急措置をとるため、情報の収集・伝達

を次により行う。 

①情報の収集・伝達方法 

情報班員は、地域内の災害情報、防災関係機関等の提供する情報を収集するととも

に、必要と認める情報を地域住民、防災関係機関等に伝達する。 

②情報の収集・伝達手段 

情報の収集・伝達は、電話、テレビ、ラジオ、防災行政無線、携帯無線機、伝令等

による。 

 

イ 避難誘導活動 

  行政からの避難指示等が発令、気象庁からの「特別警報」や土砂災害の事前兆候な

どの情報による避難行動を開始する場合、関係機関と協議し、住民が安全に避難でき

るよう、避難路の危険個所などにおける誘導を行う。 

 

ウ 出火防止及び初期消火 

①出火防止 

各家庭において、地震等により避難する場合、ガスなどの元栓を締めるなどの出火

防止に努める。 

②初期消火対策 

地域内に火災が発生した場合、初期消火活動を協力して行うこととする。 

 

エ 救出・救護 

①情報取集活動と連携し、災害地域及び災害の恐れのある地域等の見回り等警戒に努

める。 

②河川等の増水・建物の倒壊、落下物等により救出、救護を要する者が生じたときは、
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現場周辺状況を確認し、安全の確保をした上で、直ちに救出・救護活動を行う。こ

の場合、現場付近の者は、救出・救護活動に協力する。 

 

オ 炊き出し等 

    ①発災当初は、市の備蓄・地域の備蓄等を配布し、生命の維持に努める。（配布の際は、

食物アレルギー等に注意すること） 

    ②翌日以降は、予め地域における米や野菜の提供者を決めておき、食料の確保を行い、

給食・給水班による配食をできる限り行うようにする。（その際、提供を受けた食料

数と提供者を記録しておくこと。） 

    ③給食・給水班のみが従事することなく、避難住民を含めて、ローテーション表等を

作成し、一人当たりの負担を軽減することとする。 

 

カ 避難行動要支援者等の避難支援 

    ①災害発生時には、避難行動要支援者対策で決定している避難行動要支援者等に対し

連絡する。 

    ②地区住民から避難に関する支援・協力等の要請があった場合、避難対策班員及び災

害応急対策班員と連携して対応する。 

    ③避難行動要支援者等の安否について、避難支援者等関係者や緊急連絡網等を活用し

て確認する。 

 

キ 他組織との連携 

  防災訓練や災害時の応急活動については、他の自主防災組織や災害ボランティア団

体等と連携を図るものとする。 

 

５ 活動体制 

  【別紙資料１、１-２】 

 

６ 活動目標と推進計画（５か年計画） 

 ● 防災知識の普及・啓発にかかる活動 

項 目 具体的内容 実施年度 

チラシの発行 防災チラシを作成し、各戸配布・地区回覧を行う。 年に１回 

講習会・訓練 講習会及び通常訓練等を開催する。 年に１回 

 

 ● 地区別（２３地区）防災訓練活動 

地区名 具体的内容 実施年度 

随 時  

※訓練対象地区については、八多喜地区自主防災

組織役員会において毎年選定する。 

（年に３～４地区を目標） 

Ｒ ３ 

随 時 Ｒ ４ 

随 時 Ｒ ５ 

随 時 Ｒ ６ 

随 時 Ｒ ７ 
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資料１ 

本部の活動体制 

 

平 常 時 の 活 動 災 害 時 の 活 動 

 

○ 組織の運営指導 

 

○ 防災計画、組織員の招集計画及び 

  訓練計画等の樹立 

 

○ 防災知識の普及・啓発 

 

○ 地域内の災害発生危険場所の把握 

 

○ 避難行動要支援者等の把握 

 

○ 災害応急対策活動の検討 

 

○ 避難路（所）の点検 

 

○ 避難場所の周知と現状の把握 

 

○ 資機材調達、整備の検討 

 

○ 各班における各種訓練の指導支援 

 

○ 各支部、各班の動員 

 

○ 市の災害対策本部・消防署・消防 

  団等の防災関係機関との連絡調整 

 

○ 各支部、各班との連絡調 

 

○ 消防機関への通報 

  （火災・救急救助等） 

 

○ 地区住民への支援要請 

 

○ 各種情報の収集、伝達、広報活動 

 

○ 避難所設置に伴う勧告等の伝達 

 

○ 資機材の調達、配分 

 

○ 避難所業務の支援 

 

○ 食料等の配分 

 

〇 医療機関への連絡 
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資料１－２ 

各班の活動体制 

 

区 分 平 常 時 の 活 動 災 害 時 の 活 動 

情 報 班 

 

○ 地区内の災害発生危険場所

の把握、避難路等の点検及び

避難行動支援者等の把握 

〇 情報・収集伝達訓練等 

○ 個人備蓄の啓発活動 

 

○ 各種情報の収集、伝達、広報活動 

○ 消防機関等への通報 

  （火災・救急救助等） 

○ 地区住民への支援要請 

○ 本部への状況報告 

避難対策班 

〇 避難場所の周知と現状の把

握、運営方法の訓練など 

〇 避難所等の衛生用品の確認

など 

〇 避難所業務の支援、衛生対策等 

○ 避難誘導 

災 害 応 急 

対 策 班 

○ 初期消火、応急手当等の 

  訓練 

○ 資機材調達、整備の検討 

○ 避難場所の周知と現状 

  の把握 

○ 初期消火 

○ 負傷者等の救出活動と応急手当 

  等の救護活動 

○ 避難誘導 

○ 物資配分、物資需要の把握 

○ 応急修理の手伝い 

給 食 ・ 

給 水 班 
○炊き出し及び給水訓練の実施 ○ 炊き出し等の給食、給水活動 

その他地域の実情に 

応じ必要とされる班 

○ 例えば、水害のおそれのある地区では水防班、崖崩れ危険 

地区では巡視班等を設け、その役割を果たすために必要な平 

常時の活動及び災害時の活動を定める。 



- 12 - 
 

資料２ 

避 難 計 画 書 

 

 

（１）計画策定自主防災組織の概要 

令和３年８月３１日現在   

本 部 名 称 災害時拠点 構成世帯数 構成人員 備  考 

八 多 喜 地 区 

自 主 防 災 組 織 
八多喜公民館 ７４２  １，５９１  

支 部 名 称 災害時拠点 構成世帯数 構成人員 備  考 

第 １ 支 部 
八多喜公民館 

３７８  ８４４  
岩津集会所 

第 ２ 支 部 八多浪集会所 ９３  ２０３  

第 ３ 支 部 
新町上集会所 

家野集会所 
１３３  ２６８  

第 ４ 支 部 本村集会所 ５５  １１１  

第 ５ 支 部 河内集会所 ８３  １６５  

 

 

 

（２）指定避難所等の概要 

指定避難所 

避難所の名称 所 在 地 電話番号 収容人員 備  考 

八 多 喜 公 民 館 八多喜町甲 63番地 2 26-0145 130  

大 洲 東 中 学 校 八多喜町甲1225番地 26-0046 550  

粟 津 小 学 校 八多喜町甲1101番地 26-0140 510  
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  指定緊急避難場所 

避難場所の名称 所 在 地 電話番号 収容人員 備  考 

大 洲 東 中 学 校

運動場 
八多喜町甲1225番地 26-0046 16,400  

粟 津 小 学 校

運動場 
八多喜町甲1101番地 26-0140 10,200  

 

 

  指定福祉避難所（大洲・長浜地区） 

避難所の名称 所 在 地 電話番号 収容人員 備  考 

長浜保健センター 長浜甲 576番地 52-3055 99  

障害者支援施設 

大洲ホーム 
春賀甲 1688番地 26-1216 27  

養護老人ホーム 

さくら苑 
柴甲 1402番地 3 59-7010 43  

介護老人保健施設

長浜ひまわり 
柴甲 1422番地 3 59－7220 15  

小規模特別 

養護老人ホーム 

清祥会ひまわり 

柴甲 595番地 1 54－0500 17  
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資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館運審委員長 （後藤　武薫） 本部長 自治会長 西山　隆夫 防災士 （野間　眞由美）

農協粟津支所長 宮崎　辰幸 公民館長 矢野　雄也 防災士 三瀬　琴香

粟津保育所長 （加納　美紀） 行政連絡部会長 松岡　強 防災士 宮本　多久司

粟津小学校長 （山内　好明） 社協会長 泉　美佐子

大洲東中学校長 森岡　也寸志 寿会長 都　築賢

商工会長 宇都宮　敏和 婦人会長 野間　眞由美

駐在所長 村上　勧 民協会長 芳我　亀代士

安協支部長 藏田　修 消防分団長 都築　孝壽

第１部長 上町区長 藤田　正

第２部長 八多浪区長 祖母井　道隆

第３部長 新町下区長 樋口　健一

第４部長 本村区長 須内　竹則

第５部長 地元選出 楠野　明男

連絡所長 兵頭　浩次 第１部

公民館会任 本山　さやか 第２部

顧　問 市議会議員 後藤　武薫 第３部

小学校長 山内　好明 第４部

保育所長 加納　美紀 第５部

部      長

（区長）
上　町 藤田　正

部      長

（区長）
八多浪 祖母井　道隆

部      長

（区長）
新町下 樋口　健一

部      長

（区長）
本　村 須内　竹則 部      長 地元選出 楠野　明男

情報班長

（区長）
元町２ 小野　一幸

情報班長

（区長）
伊州子 坂本　敏夫

情報班長

（区長）
家　野 山口　健治

情報班長

（区長）
田の久保 横道　勉

情報班長

（区長）
表米津 三好　美紀

中　町 武内　邦雄 新町中 濱上　泰清 中　場 浅野　登 谷米津 満田　武平

下町上 矢野　雄也 新町上 後藤　忠英 森 井上　作富 河　内 森　文子

下町下 寺尾　和美 宇　山 瀧本　和秀 広　岡 佐野　紳一

元町１ （松岡　強）

岩　津 水沼　伸一

湯の子 鎌田　勝

災害応急

対策班長

消防第1部

部長
星加　隆三

災害応急

対策班長

消防第2部

部長
久保　英樹

災害応急

対策班長

消防第3部

部長
山口　善裕

災害応急

対策班長

消防第4部

部長
佐野　寛

災害応急

対策班長

消防第5部

部長
都築　久志

上町班長 鎌田　敬美 八多浪班長 白石　章江 新町班長 後藤　美恵子 中場班長 宮本　眞基子 表米津班長 三好　紀子

中町班長 宇都宮　明美 伊州子班長 鶴岡　千代子 宇山･家野班長 山口　利子 田の久保班長 横道　初美 谷米津班長 楠野　みどり

下町班長 久保　美栄子

湯の子班長 楠野　悦子

岩津班長 岩津　由久子

分団長 （都築　孝壽）

副分団長 大塚　嘉宏

1部 部長 星加　隆三

2部 部長 久保　英樹

3部 部長 山口　善裕

4部 部長 佐野　寛

5部 部長 都築　久志

本村･中場･田の久保･森･広岡

米津･河内

消防第１部 消防第２部 消防第３部 消防第４部 消防第５部

大洲市消防団粟津分団

第　２　次　避　難　所

公民館、粟津小学校体育館、東中学校体育館

第１次避難所 第１次避難所 第１次避難所 第１次避難所 第１次避難所

給食・

給水班

給食・

給水班

給食・

給水班

給食・

給水班

給食・

給水班

第　１　部 第　2　部 第　3　部 第　４　部 第　５　部

班　員

（区長）

班　員

（区長）

班　員

（区長）

班　員

（区長）

班　員

（区長）

本部員

監　事

上町･中町･下町･元町･湯の子･岩津

八多浪･伊州子

新町･宇山･家野

令和3年度　八多喜地区自主防災組織　組織図１

避難対策班 本　　部

班長

副本部長

班員
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第４部
【部長】

須内　竹則
26-1709

各世帯

第５部
【部長】

楠野　明男
26-1348

各世帯

第２部
【部長】

祖母井　道隆
090-9558-1126

各世帯

第３部
【部長】

樋口　健一
26-0556

各世帯

副本部長
【婦人会長】

野間　眞由美
26-1925

監事

【粟津保育所長】

加納　美紀
26-0220

第１部
【部長】

藤田　正
26-0516

各世帯

顧問
【市議会議員】

後藤　武薫
26-1654

避難対策班
【駐在所長】

村上　勧
26-0101

避難対策班
【安協支部長】

藏田　修
26-0267

副本部長
【寿会長】

都築　賢
26-0689

監事
【粟津小学校長】

山内　好明
26-0140

避難対策班
【大洲東中学校長】

森岡　也寸志
26-0046

避難対策班
【商工会長】

宇都宮　敏和
26-0305

副本部長
【社会福祉協議会長】

泉　美佐子
26-1527

副本部長
【民協会長】

芳我　亀代士
26-0713

避難対策班
【粟津保育所長】

加納　美紀
26-0220

避難対策班
【粟津小学校長】

山内　好明
26-0140

副本部長
【行政連絡部会長】

松岡　強
26-0136

副本部長
【消防分団長】

都築　孝壽
26-1898

【危機管理課】
【公民館職員】

本山　さやか
26-0145

≪自主防災組織役員≫

避難対策班
【公民館運審委員長】

後藤　武薫
26-1654

避難対策班
【農協粟津支所長】

宮崎　辰幸
26-0211

副本部長
【公民館長】

矢野　雄也
26-0254

災害時連絡網（八多喜地区自主防災組織）

大洲市役所
24-2111(代表)
24-1742(直通)

本部長

【自治会長】

西山　隆夫
26-1421

本部員

【連絡所長】

兵頭　浩次
26-0145
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資料４ 

備蓄物資保管数（令和３年６月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館 東　中 粟津小

1 トランシーバー 2 2 2 6

2 携帯用ラジオ 1 1 1 3

3 集会用テント 1 1 1 3

4 スタンド投光器 2 2 2 6

5 投光器（500W） 2 2 2 6

6 コードリール 2 2 2 6

7 延長コード 2 2 2 6

8 ガソリン缶（20ℓ） 1 1 1 3

9 発電機 1 1 2

1 ロープ 2 3 3 8

2 ブルーシート 3 3 3 9

3 シャベル 3 3 3 9

1 チェーンブロック 1 1 1 3

2 チェーンソー 2 1 1 4

3 はしご 1 1 1 3

4 毛布 5 10 25 40

5 のこぎり 4 2 2 8

1 給水タンク（200ℓ） 1 1 2

2 給水タンク（10ℓ） 2 2 4

3 給水タンク（20ℓ） 1 2 2 5

4 炊飯器（ガス・5升） 1 1

5 炊飯器（ガス・4升） 1 1

6 平釜 1 1 2

7 なべ 1 1 2

8 ガスバーナー 1 1 1 3

9 屋外用コンロ 1 1 1 3

10 カセットコンロ 1 1 1 3

11 クーラーボックス 1 1 1 3

12 給水ジャグ（8ℓ） 2 2 2 6

13 やかん（10ℓ） 1 1 2

14 コップ（金属） 15 10 5 30

15 器（金属） 15 10 5 30

16 皿（金属） 15 10 5 30

1 リヤカー 1 1 2

2 寝袋 15 10 5 30

1 資機材倉庫 1 1 1 3

2 ベランダストッカー 1 2 2 5

5

番号

救出救護用3

2 水　防　用

物 品 名 計

6 そ　の　他

1

給食給水用

避　難　用

№
配 備 場 所

情報連絡用

区 分

4

備 考
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公民館 東　中 粟津小

1   非常用メガホン 防滴 1台 ○

2   中型救急箱 約20人用 2箱 ○

3   四つ折り担架 4台 ○ ○ ○

4   簡易ベッド 4台 ○

5
  電子住宅地図ﾃﾞｼﾞﾀｳ
ﾝ（ＣＤ－ＲＯＭ）

1枚 ○

6   非常用トイレ 10回分 10個 ○

7   資機材倉庫 1基 ○

8   毛布 20枚 ○

9   トランシーバー 2台 ○

10   発電機 0.9kVA 1台 ○

11   資機材倉庫 1基 ○

12   発電機 1.6kVA 1台 ○

13   投光器 ハロゲンライト 2灯タイプ 2台 ○

14   簡易トイレ テント付　折りたたみ式 3個 ○

15   簡易便器 各3個 〇 〇 〇

16   簡易トイレ 各300個 〇 〇 〇

17   トイレ用テント 各1張 〇 〇 〇

18   室内用避難テント 20張 〇

19   室内用避難テント 各10張 〇 〇

20   備蓄マット 20枚 〇

21   備蓄マット 各10枚 〇 〇

22   簡易ベッド 20台 〇

23   簡易ベッド 各10台 〇 〇

24
  混合ガソリンの缶詰
（25：1）

1㍑ 4本 2 1 1

25   チェーンソーオイル 1㍑ 3本 1 1 1

26   資機材倉庫 1基 〇

27   懐中電灯 UT-1000M LED 2本 〇

28   懐中電灯 LK-214D LED 4本 〇

29   台車 1台 〇

30   ガソリンの缶詰 1㍑ 8本 〇

№ 物 品 名 数量仕　様
配 備 場 所

公民館 東　中 粟津小

1   乾パン 48食 ○

2   乾パン 48食 ○

3   乾パン 48食 ○

4   乾パン 150食 ○ ○

5   備蓄パン 48食 ○

6   備蓄パン 24食 ○ ○

7   備蓄パン 48食 ○

8   備蓄パン(ﾌﾟﾁｳｪｰﾙ) 30食 ○ ○

9   備蓄パン(ﾁｮｺﾁｯﾌﾟ) 30食 ○ ○

10   備蓄パン(黒豆) 30食 ○ ○

11   備蓄パン(ｸﾞﾗﾝﾍﾞﾘｰ) 30食 ○ ○

12   備蓄パン(ｵﾚﾝｼﾞ) 30食 ○ ○

13   ビスケット 150食 ○ ○

14   アルファ化米 50食 ○

15   アルファ化米 60食 ○

16   アルファ化米 150食 ○

17   アルファ化米 150食 ○ ○

18   牛肉すき焼き 24缶 ○ ○

19   ごもく豆 48缶 ○

20   かぼちゃいとこ煮 48缶 ○

21   うの花炒り 48缶 ○

22   ラーメン 50食 ○

23   水（500ml） 96本 ○

24   水（500ml） 72本 ○

25   水（2ℓ） 24本 ○

26   水（500ml） 600本 ○ ○

27   水（2ℓ） 150本 ○ ○

№ 数　量
市配
備分

商 品 名
配 備 場 所
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資料 5 

災害情報の収集方法 

災害情報をパソコンやスマートフォン等で取得する方法（サイト等）を紹介します。 

 

（1）ホームページ 

〇大洲市公式ホームページ 

 http://www.city.ozu.ehime.jp 

 

〇国土交通省「川の防災情報」 

 http：//www.river.go.jp 

 

〇気象庁ホームページ 

http://www.jma.go.jp/jma 

 

〇大洲市防災行政無線放送のフリーダイヤル 

 ℡ 0893-00-8863 

 

〇テレビ 

 データ放送 

 

〇愛媛土砂災害情報マップ 

http://www.sabomap.pref.ehime.jp/ 

 

（2）災害情報メールの登録 

○えひめ河川メール 

 

①   次の仮登録用サイトへアクセス 

http://www.kasenalarm.pref.ehime.jp 

または、右の QRコードを読み取って、 

登録サイトへアクセスする。 

② 仮登録用画面が開いたら必要事項を入力して、一番下にある「登録」をクリック。 

③ メールが届くので、そのメールにある本登録用のサイトにアクセス。 

大洲市災害情報メール 
 

① 次の登録用アドレスへアクセス 

ozubosai@yb74.asp.cuenote.jp 

または，右のＱＲコードを読み取って， 

空メール（件名，本文なし）を送信する。 

② 返信された「登録用返信メール」へ氏名等必要事項を入力し、送信して入力完了。 

④ 「えひめ河川メール配信設定」画面が出たら、必要事項を入力して、一番下にある「登

録」をクリック。ここで登録した基本配信設定よりも更に詳細な条件を設定すること

も可能です。 

http://www.city.ozu.ehime.jp/
http://www.jma.go.jp/jma
http://www.kasenalarm.pref.ehime.jp/
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（3）アプリ 

〇コスモキャスト 

避難情報などの災害に関する防災無線放送をスマートフォンで聞けるアプリ 

 

端末が iOSの場合は App Storeから、Androidの場合は Google Playから、「コスモキャスト」

と検索して、「CosmoCast」アプリをダウンロード 

 

※以下の QRコードを読み取る方法でも、ダウンロード画面を表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ひめシェルター 

スマートフォンで情報を取得できる愛媛県公式アプリ 

 

端末が iOSの場合は App Storeから、Androidの場合は Google Playから、「ひめシェルター」

と検索して、「愛媛県避難支援アプリひめシェルター」アプリをダウンロード 

 

・端末が iOS(iPhone,iPad)の場合 ・端末が Androidの場合 


